
令和８年度地域農業構造転換支援事業

項　目

①経営面積の拡大

②付加価値額の拡大

③労働生産性の向上

成果目標について
【　目標年度＝令和10年度（2028年度）　】

以下のいずれかの目標を必ず設定すること。

　現状の労働生産性（付加価値額を労働投入量で除したものをいう。）より３％以上の向上
に取り組む。
　
　※労働生産性＝付加価値額÷総労働時間又は労働人数

　事業実施地区内において現状の経営面積より３割以上又は４ha以上の拡大を行う。

　現状の付加価値額（農産物の生産・加工・流通・その他経営に係る付加価値額全体をい
う。）より１割以上の拡大に取り組む。
　
　※付加価値額＝収入総額－費用総額＋人件費


